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・学識者からなる検討会において、事業の調査計画、検討方針等を確認しながら進捗している。
・担当職員が事業の進捗や実施方法等について請負事業者と綿密に調整しながら、事業を進めている。

見直しの
余地

・気候変動による影響の検討を進めていくうえで必要なデータのうち、生態系に関する調査資料については、河川水辺
の国勢調査等のデータに加えて、公共事業等の環境影響評価時に使用した既往の生物調査データを収集・活用する
ことにより、検討内容の充実及び効率化を図る。
・今後も引き続き、競争性の高い調達に努め、予算の効率的、効果的な執行に努めていく必要がある。
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　一部改善

　(限られた予算で、喫緊の課題に対する実効性を確保するために事業内容を重点化するとともに、予算規模を見直すべき。)

補
　
記

83.3%

総事業費(執行ベース) 10

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

気候変動が公共用水域の水質等に与える影響について、既存の研究調査、長期トレンドデータ等を収集し、過去にお
ける気候変動と水温上昇、及び水質変動等の分析。
気候変動による将来の水質変化を予測するための水質への影響予測手法検討及び水生生物等の変化を予測するた
めの水域生態系への影響予測手法検討の実施。

実施状況

①気候変動や温排水等の人為的な要因による気温変化・水温変化が原因と考えられる水質・生態系への影響及びそ
のメカニズムについて、既存情報を収集し分析を行った。
②気候変動による将来の水質変化、水生生物等の変化を予測するための手法について、現状の予測レベル、予測手
法確立に必要な知見、今後の技術的課題等を踏まえて検討し、将来の予測手法を確立するために次年度以降３年間
で実施すべき具体的な調査・研究・検討内容及び手順について計画を取りまとめた。
③上記①②の調査検討にあたり、気候変動により引き起こされる公共用水域の水温等の状況変化及びそれに伴う水
質、生態系への影響を解明する際に必要な技術的助言を得るため、学識者で構成される検討会を設置。（平成21年度
は２回開催）

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 12 12 20

執行額 10

執行率

会計区分 一般会計 上位政策 大気・水・土壌環境等の保全

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

-
関係する計
画、通知等

-

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

気候変動が公共用水域の水質及び生態系に与える影響を適切に把握するとともに、将来の気候変動に伴う水環境変
化の予測を行い、想定される影響に対して適切な対策を講じることを目的とする。

事業番号 ０８３

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名
気候変動による水質への影響解明、適応策検
討調査費

事業開始
年度

平成21年度 作成責任者

担当部局庁 水・大気環境局 担当課室 水環境課
水環境課長
森北　佳昭



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

10百万円

Ａ．パシフィックコンサルタント（株）

10百万円

【企画競争】

・気候変動による水質等への影響解

明調査・検討

・学識者からなる検討会の設置・運営

事業の企画立案



計 10

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.　パシフィックコンサルタント（株）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費
気候変動による水質等への影響
解明調査

10


